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世
界
中
見
回
し
て
も
類
を
み
な 

 

                     い
、
莫
大
な
借
金
。
年
間
国
民
総

生
産(

Ｇ
Ｄ
Ｐ)

の
２
倍
を
超
え
、

約
１
千
兆
円
。
財
政
危
機
に
直
面

し
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
の
23
倍
の
規

模
。
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ 

                      ル
ト
ガ
ル
な
ど
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(
Ｅ
Ｕ)

連
合
が
ユ
ー
ロ
圏
内
に
あ

り
財
政
危
機
に
直
面
し
た
Ｅ
Ｕ
圏

の
国
は
互
い
に
助
け
合
い
の
で
き

る
相
互
関
係
に
あ
り
、
解
決
の
道 

       

 

                   

主
要
国
の
中
で
突
出
し
た
日
本
の
国
と
地
方
の
長
期
債
務
残
高
は
、
20
年
前(

平

成
２
年)

の
４
倍
に
膨
ら
ん
だ
。
財
務
省
は
８
月
10
日
、
国
債
や
借
入
金
な
ど
を

合
わ
せ
た
６
月
末
の
「
国
の
借
金
」
の
残
高
が
９
４
３
兆
８
０
９
６
億
円
に
な
っ

た
と
発
表
し
た
。
国
の
借
金
は
増
え
続
け
て
お
り
、
数
年
以
内
に
家
計
貯
蓄
資
産

を
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
。
政
府
は
今
後
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
向
け
て
国

債
の
一
種
で
あ
る
復
興
債
を
10
兆
円
以
上
発
行
す
る
予
定
。
第
三
次
復
興
補
正
予

算
と
来
年
度
予
算
に
赤
字
国
債
を
発
行
し
借
金
は
膨
ら
み
続
け
る
。

 
 
 
 
 
 

発行人 稲井 捨信 

資
源
無
し
の
島
国
日
本 

膨
ら
む
財
政
不
安 
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は
開
け
る
が
、
日
本
国
債
は
余
り

に
も
身
勝
手
な
多
額
な
借
金
で
体

力
的
に
も
先
進
国
を
含
め
た
ロ
シ

ア
、
中
国
、
韓
国
、
米
国
な
ど
は

自
国
の
こ
と
で
精
一
杯
。 

８
月
の
ギ
リ
シ
ャ
10
年
物
国
債

利
回
り
は
18
％
。
ス
ペ
イ
ン
、
イ

タ
リ
ア
は
５
％
で
あ
り
、
日
本
国

債
で
あ
れ
ば
年
間
15
％
で
１
８
０

兆
円
、
５
％
で
あ
れ
ば
50
兆
円
の

金
利
払
い
で
税
収
の
全
額
と
な
り

ど
の
国
も
手
を
差
し
伸
べ
な
い
。 

     

国
の
年
間
予
算
の
半
分
、
約
40 

兆
円
を
借
金
に
た
よ
り
15
年
に
年

間
国
債
発
行
約
20
兆
円
に
半
減
し

20
年
に
景
気
が
良
く
な
り
税
収
が

増
え
財
政
再
建
が
可
能
と
な
る
と

従
来
の
よ
う
に
先
送
り
の
約
束
は

過
去
の
流
れ
と
同
じ
。
大
胆
な
財

政
削
減
を
せ
ず
税
収
ア
ッ
プ
と
消

費
税
増
税
に
よ
る
安
易
な
政
策
で

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
政
府
は
国
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
世
界

同
時
不
況
が
来
よ
う
と
し
て
い
る

時
、
戦
争
で
も
起
き
な
い
と
解
決

し
な
い
。
毎
年
30
兆
円
の
赤
字
国

債
を
発
行
し
た
自
民
党
政
権
と
同

様
、
民
主
党
へ
政
権
交
代
し
て
も

さ
ら
に
10
兆
円
上
積
み
で
雪
だ
る

ま
の
状
態
。 

速
や
か
に
赤
字
国
債
せ
ず
と
明

言
す
る
。
歳
出
削
減
20
％
、
国
家

外
部
出
資
金
な
ど
全
額
引
上
げ
て

国
債
へ
の
返
済
、
消
費
税
15
％
と

発
言
す
る
代
議
士
が
な
ぜ
い
な
い
。

国
民
の
半
数
が
胸
の
す
っ
き
り
す

る
対
策
が
急
務
だ
。
65
歳
を
過
ぎ
、

人
生
の
役
割
を
終
え
た
政
治
家
を

中
心
に
責
任
転
化
し
、
将
来
の
若

者
に
負
担
を
押
し
付
け
る
よ
う
な

政
治
家
に
は
バ
ッ
ヂ
の
資
格
が
な

い
。 

 

20
代
か
ら
働
き
盛
り
の
40
代

の
若
者
が
社
会
の
中
で
家
族
を
持

っ
て
い
る
現
役
の
人
が
自
分
の
投

票
し
た
政
治
家
、
国
会
議
員
に
財

政
な
ど
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
の
危

機
感
が
あ
り
、
ど
う
い
う
考
え
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
対
策
を
出

し
て
い
る
か
、
き
ち
ん
と
説
明
を

受
け
、
多
額
の
借
金
を
ど
ん
な
路

線
で
乗
り
越
え
て
い
く
か
、
戦
略

の
あ
る
政
治
家
を
選
ぶ
と
い
う
民

主
主
義
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。 国

家
が
火
の
車
の
と
き
、
豪
邸

に
居
を
か
ま
え
、
既
得
権
益
に
あ

ぐ
ら
を
か
き
、
多
額
の
報
酬
を
得

る
官
僚
、
政
治
家
、
特
定
業
者
の

結
束
で
、
物
事
を
進
め
た
結
果
で

も
あ
る
。
政
党
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス

競
争
、
借
金
を
し
て
ま
で
も
商
品

券
、
エ
コ
カ
ー
、
家
電
な
ど
で
直

接
給
付
に
よ
る
偏
っ
た
バ
カ
な
政

策
。
景
気
対
策
の
名
の
も
と
で
の

現
金
の
バ
ラ
マ
キ
で
誰
に
で
も
で

き
た
政
策
の
責
任
が
あ
る
。
と
ど

め
な
く
国
家
破
た
ん
の
道
を
歩
ん

で
い
る
の
は
当
然
。 

 

名
ば
か
り
の
民
主
主
義
国
家
で

今
や
社
会
主
義
国
家
的
様
相
を
呈

し
て
き
た
。
衆
院
議
員
定
数
削
減
、

参
院
議
員
の
定
数
１
０
０
人
。
知

事
を
含
む
市
町
村
首
長
の
年
俸
制
、

で
ボ
ー
ナ
ス
、
退
職
金
な
し
、
65
歳

以
上
の
団
体
へ
の
官
僚
天
下
り
は

給
与
50
％
カ
ッ
ト
、
退
職
金
な
し
、 

       

赤
字
公
債
を
発
行
し
た
国
会
議
員
、

首
長
は
ボ
ー
ナ
ス
、
退
職
金
も
な

し
表
彰
規
定
か
ら
も
除
外
位
の
政

策
を
打
た
な
い
と
財
政
の
均
衡
化

は
進
ま
ず
、
軽
は
ず
み
に
消
費
税

増
税
を
求
め
て
も
国
民
は
理
解
し

な
い
。 

 
 

    

国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
の

年
収
は
、
生
涯
所
得
を
勤
務
年
数

に
応
じ
た
年
収
に
換
算
す
れ
ば
退

職
金
、
年
金
も
含
め
１
千
２
百
万

円
と
高
額
で
、
民
間
企
業
平
均
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
日
本

航
空
や
銀
行
の
救
済
、
東
京
電
力

の
原
発
事
故
に
よ
る
多
額
の
災
害

補
償
、
Ｃ
型
、
Ｂ
型
肝
炎
、
冤
罪
、

財
政
再
建
の
道
は
外
圧

と
国
民
運
動
し
か
な
い 

一
度
潰
し
て
借
金
に
頼

ら
ず
税
収
内
の
予
算
で 
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消
え
た
年
金
問
題
、
安
全
保
障
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
数
々
の
役
人
と
政
治

の
無
責
任
な
不
祥
事
の
損
害
賠
償

も
国
民
に
押
し
付
け
赤
字
国
債
を

発
行
し
国
債
残
高
を
膨
ら
ま
せ
た
。 

 

国
家
公
務
員
の
責
任
は
問
わ
ず
、

裁
判
で
判
決
や
和
解
案
が
出
た
か

ら
と
国
家
賠
償
を
支
払
う
。
ま
た

債
務
超
過
に
な
っ
た
か
ら
と
、
銀

行
へ
の
国
費
投
入
、
大
手
企
業
だ

か
ら
潰
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

血
税
を
投
入
し
手
助
け
す
る
。
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
に
原
因
究
明
を
し

て
銀
行
と
大
企
業
の
責
任
を
問
い

高
額
な
数
千
億
位
の
罰
金
を
科
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

過
去
の
役
人
の
責
任
も
と
ら
せ

財
政
改
革
が
進
む
ま
で
過
去
の
不

祥
事
の
責
任
と
し
て
約
５
年
間
公

務
員
の
賃
金
を
全
体
責
任
と
し
て

20
％
の
削
減
と
、
膨
れ
上
が
っ
た

行
政
費
用
も
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル

な
ど
の
通
信
手
段
に
よ
る
事
務
効

率
が
飛
躍
的
な
向
上
に
よ
り
10
％

削
減
も
可
能
。 

 

債
務
不
履
行(

デ
フ
ォ
ル
ト)

に

な
っ
て
も
１
千
兆
円
あ
る
多
額
の

国
債
残
高
の
利
払
い
を
停
止
し
元

本
の
み
を
50
年
で
年
間
約
20
兆

円
の
日
銀
に
よ
る
分
割
支
払
。 

銀
行
、
保
険
、
郵
政
な
ど
の
金

融
機
関
は
預
金
者
か
ら
の
超
低
利

で
大
量
の
預
金
を
集
め
国
債
を
買

い
、
誰
に
で
も
で
き
る
経
営
で
運 

用
し
確
実
な
利
ザ
ヤ
を
稼
い
で
い

る
。
政
府
と
銀
行
が
互
い
に
利
害

関
係
を
結
び
、
本
来
の
業
務
を
忘

れ
、
互
い
の
助
け
合
い
で
楽
な
運

用
益
を
稼
い
で
い
た
。 

 

銀
行
な
ど
金
融
機
関
は
政
府
に

頼
ら
ず
企
業
と
個
人
へ
の
貸
付
け
、

投
資
な
ど
に
よ
る
営
業
利
益
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
国
債
の
利
払
い

が
止
ま
り
、
大
手
銀
行
が
倒
産
し

て
も
国
民
の
預
貯
金
は
一
銀
行
に

一
千
万
円
ま
で
国
が
保
障
し
て
く

れ
る
か
ら
問
題
は
な
い
。
そ
れ
で

や
っ
て
い
け
な
い
銀
行
と
預
金
者

は
リ
ス
ク
管
理
不
足
で
自
然
淘
汰

で
潰
れ
れ
ば
い
い
。 

 

ま
た
消
費
税
は
聖
域
な
く
15
％

と
し
、
約
５
百
兆
円
の
国
民
総
生

産(

Ｇ
Ｍ
Ｐ)

と
す
れ
ば
単
純
に
75

兆
円
の
税
収
。
法
人
税
と
所
得
税

は
70
％
の
削
減
。
国
民
背
番
号
導

入
に
よ
る
国
、
県
、
市
町
村
に
分

か
れ
て
徴
収
し
て
い
る
各
種
保
険

料
と
所
得
税
、
医
療
費
、
年
金
な

ど
の
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
徴

収
と
給
付
の
一
限
化
に
よ
る
人
件

費
な
ど
の
大
幅
な
費
用
削
減
。 

 

法
人
税
、
所
得
税
な
ど
国
へ
収

め
る
税
金
と
申
告
に
関
わ
る
費
用

(

帳
簿
管
理
、
会
計
事
務
所
に
支
払

わ
れ
る
費
用)

は
国
へ
支
払
う
税

金
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、

申
告
の
簡
素
化
に
よ
り
税
務
署
と

会
計
事
務
所
の
特
別
な
関
係
を
壊

し
、
売
上
高
１
億
円
以
下
、
資
本

金
１
千
万
円
以
下
の
法
人
と
個
人

の
申
告
を
簡
素
化
し
格
安
の
費
用

で
帳
簿
か
ら
申
告
ま
で
知
識
が
あ

れ
ば
簡
単
に
出
来
る
よ
う
に
、
ま

た
専
門
家
に
依
頼
す
る
会
社
、
個

人
は
多
く
の
業
社
が
参
入
出
来
る

よ
う
規
制
緩
和
も
必
要
。
税
理
士

へ
支
払
う
金
が
法
人
税
、
事
業
税
、 

消
費
税
、
法
人
地
方
税
を
上
回
る

よ
う
で
は
多
額
の
納
税
収
入
を
見

込
め
ず
税
収
増
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。 

    

現
在
60
歳
以
上
の
国
民
が
20

歳
の
成
人
を
迎
え
る
頃
、
こ
れ
ほ

ど
の
国
の
借
金
は
な
く
、
大
臣
、

外
交
官
は
豊
か
な
国
家
を
目
指
し

政
治
家
、
官
僚
は
命
が
け
で
国
と

台
所
を
守
っ
た
。
今
日
の
政
治
不

信
は
与
野
党
の
醜
い
権
力
争
い
ば

か
り
で
と
て
も
国
家
国
民
の
た
め

の
政
治
な
い
こ
と
は
、
毎
年
首
相 

  

            

世
界
を
リ
ー
ド
す
る 

民
主
国
家
へ
の
変
貌
を 
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が
交
代
す
る
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ

て
い
る
。 

今
の
20
代
に
負
の
荷
物
を
背
負

わ
せ
て
は
い
け
な
い
。
少
子
化
対

策
を
き
ち
ん
と
正
し
、
家
族
で
安

心
し
て
子
ど
も
２
人
～
３
人
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
す

れ
ば
、
20
年
後
財
政
再
建
も
進
み

頼
も
し
い
国
家
と
な
ろ
う
。
せ
っ

か
く
フ
ラ
ン
ス
並
み
に
子
ど
も
手

当
て
の
拡
充
と
高
校
授
業
料
無
償

化
対
策
を
図
っ
た
が
今
後
の
支
給

が
不
安
定
と
な
っ
た
。 

将
来
を
見
つ
め
、
当
然
取
る
べ

き
対
策
で
あ
っ
た
。
急
激
な
少
子

化
が
進
み
毎
年
自
殺
者
３
万
人
、

離
婚
率
ア
ッ
プ
、
独
身
男
性
、
女 

          

性
の
増
加
、
結
婚
の
高
齢
化
。
核

家
族
化
が
進
ん
だ
。
戦
後
の
よ
う

に
子
ど
も
３
、
４
人
生
ん
で
勝
手

に
生
存
競
争
を
行
き
抜
く
力
を
蓄

え
成
長
で
き
る
た
め
に
も
少
子
化

対
策
が
求
め
ら
れ
る
。 

ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
だ
け
に

頼
り
国
家
権
力(

国
防
力
と
外
交)

の
弱
さ
に
付
け
込
ま
れ
、
北
方
領

土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
で
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
中 

国
に
日
本
固
有
の
領
土
ま
で
も
が

脅
か
さ
れ
て
お
り
、
核
の
な
い
日

本
は
政
治
と
外
交
が
し
っ
か
り
し

な
い
と
日
本
の
１
千
兆
円
の
国
債

は
、
華
僑
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
大
国

の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
等
、
世
界
の

ハ
ゲ
タ
カ
軍
団
の
先
物
投
資
家
の

エ
ジ
キ
と
な
り
先
人
が
作
り
上
げ

た
日
本
の
国
力
が
一
瞬
に
し
て
崩

れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。 

イ
ギ
リ
ス
は
若
き
キ
ャ
メ
ロ
ン

首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は

移
民
２
世
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ

大
統
領
は
庶
民
よ
り
選
ば
れ
若
い

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
大
統
領
。

イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
で
の

爆
発
的
な
人
口
増
加
は
貧
困
の
中

か
ら
で
も
立
ち
上
が
る
源
が
あ
る
。 

若
者
が
積
極
的
に
政
治
に
参
加

し
、
力
を
結
集
し
、
改
革
と
規
制

緩
和
を
進
め
政
、
官
、
業
の
慣
れ

合
い
を
封
じ
、
金
持
ち
優
遇
で
は

な
い
社
会
弱
者
、
低
所
得
者
に
も

陽
の
あ
た
る
民
主
国
家
へ
と
変
貌

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
社
会
主

義
、
国
家
的
様
相
を
呈
し
て
い
る

日
本
。
名
誉
と
財
欲
を
捨
て
命
が

け
で
国
家
国
民
の
た
め
の
政
治
家

が
育
つ
よ
う
な
政
治
の
転
換
が
迫

ら
れ
て
い
る
。 

筋
を
通
し
国
民
の
信
頼
を
得
た

歴
代
総
理
は
、
池
田
勇
人
、
田
中

角
栄
、
宮
沢
喜
一
、
橋
本
龍
太
郎
、

中
曽
根
康
弘
、
小
泉
純
一
郎
氏
。

野
田
新
総
理
は
54
歳
、
今
度
こ
そ

日
本
丸
が
元
気
を
取
り
戻
す
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
。
苦
労
人
で
粘
り

強
く
、
志
が
ぶ
れ
な
い
野
田
総
理

の
若
さ
と
行
動
力
で
復
興
、
経
済

再
生
、
財
政
再
建
に
総
力
を
あ
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！ 

                           

野
田
佳
彦
新
総
理
記
者
会
見 


